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Ĵ
^

a

w
l̂
K
 

下
候
释
难
希
候、
' 亦
御
‘賀

込

诳

段
ハ
恥

年

ル

斷

戒

げ

匁

.二

御

座

候 

處
上
方
筋
下

洛
 >1,

付
昨
年
#

!1
?
:
九
^

-̂
1

二
御̂

^

二
ハ
‘常
節
之
御 

利

得

ー

俏-r

相
成
誠 
一！
大
慶
此
雄
、と
奉
#

候

元

o々

 

昏
わ 

&

如
外
^

i

^
v-
r

>
一？
一

か
： #

力

奶
^

朴
洳
鲰
か
い
做i

を
以
當
而
相 

ft
t
.
滿
尜
候
其
利
足
銀
等
m

先
候
時
ハ
御㈣

肖
茧
而
乏
敷
相
見
巾
帔 

■
乎
茂
仗
候
.ス
ム
御
返
潘
等
相
濟
段
：̂御
德
■
ニ：
！
^

\ ^
考
候
仰
次
站
枧
东
少.々
相
添
五
匁
内
外
御
發
せ
‘可
相
成
 
一K
々
o 

今
般
小
^
び
八
願
望
之
糾
方
人
料
金|
:役
0|
か
孙
咖
$
於
办
^0
务 

御
取
夭
ニ
，茧
.居
候
^

g

m

g：々。：

象

1

3
 

|̂
]
厕
次
筋
も
布
之
様
ラ
相̂

而̂

漸

べ

撕

和

留
^>
li
l
/A
#>
^'
' 

.々
。」

.な
，ほ
末
文
に
は
。
 

‘
，

’
：

-
!; 

f
ji
b
度

爲

畏

W
V:
!
:落

取

崎

^

一
 
相
成
り
如
何
之
苊 

机
二
.
.可
至
哉
^
も
御
地
丈
一
一
ハ
析
成
間
敷
^

®

齋
卜
ヤ
砂

如

泰

ル

歡

蒙

胁

い

か
5:

歡

黑

歡

ハ

か
4

心

影

.

.傲 

K
rJ*
m
fe
:w
n
t
>^̂-
,
*̂1
.追

.^

.委

..：*!
!
へ

可
：：*S

*

,-
f
c候
以
上
1-
-

ぁ̂
...., 

る
"

,

•
. 

, 

I 

: 

' 

- 

/

'

/
，
以

上

拔

苹

の

雑

文

書

か

ら

注

就

す

ベ

.き
諸
點
を
摘
記
す
る
，と
。

.:l
i

没
漱
资
败
弗
狀
ぬ
黹
雜
眞
珠
は^

低

衣

ホ

覺

當
^

^

夕

で

初

：
。 

，
め

は

數,A
の

商

人

•
へ
^

渉
し
高
値
の
方7

獲

し

た

ょ

ぅ

で

あ

る 

が
、
そ
れ
も
相
場
が
沽
潑
で
，上
拘
き
の
と
き
は
ょ
い
へ
が
下
値
の
節 

は
必
し
も̂

£

^

得
か
寧
ろ
、1
踅
の
1>
|

請
商
人
を
指
足
し
、
こ 

れ

に〔
一

手
爲
引
韻」

た
方
が
ょ
，い
と
の
，方
教
に
な
つ
た
0

尤
も 

.

こ
れ
と
\

て
嚐
相
場
物
で
％.る

か

ら
-»

來
價
格
も
高
騰̂

で
取
引
.が
：

■

活
屢
を
里
す
る.
-ょ
5'

に
な
れ
ば
.必
し
も
一
忠
商
人
の
一
チ
引
請
に 

固

着

せ

す

と

も

ょ

，
い

.
が

と

い

ふ

の
‘
'で

あ

る

。

第

ニ

に

、江

戸

.
と

大

坂
 

:)

兩
表
に
常
詰
役
火
を
私
い
て
高
値
の
ガ
東
汰
瓿
分
を
貧
挪
ふ
方
亂
：、
 

で
あ
る
が
、.幕
:̂

に
か
け
世
上
6

漸
本
不
安
.に
.な
つ
.て
き
て》

〕

t

.
 

f

e

:安
政
部
怳
こ
吝
は&

戶
表
0

方

ダ

總

：レ

て

：太

坂

：表

>

办

^
>
下

値' 

な
と
P

、
こ
と
に
運
送
上
に
於
マ
大
棋
表.
0
方
#

何
か
と
、

y

戶
i

.

.

.

.

り
好
滌
他
を
M

し

て

名

ょ

、フ
で
^
^
。第
三
ば
眞
珠
め
如
き
つ
手
へ 

ー：細
お
藤
*

^

1

^

:ば
*

^'
^

_

(0
;

^

^

な
妖
飞
_不

狼

舰

昏

が

行

は

.
い 

れ
る
恐
れ
が
為
るt

の
考
撤
で
あ
っ
て
，、
，
こ
れ
は
事
實
と
し
で
現
-
. 

は
れ
て
.
き
た
。
澈
四
は
胜
接
眞
珠
取
則
と
關
‘係
は
な
い
が
、
間

接
：
. 

の

德

が

あ

る

鴻

の

に

、
眞
珠
賀
.上
资
淦
の
間
題
が
あ
る
。
‘~當

時

.

'當
藩
の
財
政
も
他
間
に
ポ
れ
ず
必
迪
し
て
、
贰
评
三
拾
娲
ほ
ど
買 

上
*
金
を
借
金
し
て
ゐ
る6
隨
'つ
ゝ
て«
珠
取
引
1「

御
利
得一

倍 

二
相
成
球
二
大
慶」

で
は
あ
、る
が
お
の
借
人
金
の
利
息
な
ど
を
良.
 

る
と.

必
^
も

倍

額

，
の

利

潤

と

は

な

ら

な

い

'
,
と

衮

つ

で

ゐ

る

0
が》

^



'

れ
：2

ょ
づ
，で
览
跦
取̂|
ヒ
ょ
つ.
で
好
«
に
は
愤
糊
に
な
つ
て
ゐ
た 

こ
と
が
わ
か
る
と
的
咖
に
常
卟
の
火
名
相
乎
の
れ
利
抒
の
別
拗
の 

ほ
ど
も
凡
そ
见
沿
が
ジ
く9

第
;/
|
;

は
多
少
不
明
め
點6

為
な
が 

r

今

般

小

，
：

1
1伙

八
願̂

之
紙
ガ
人
料
金」

と
し
r

 

’；
 

‘1

金
：

k

々
は 

«

姊
拟
取
の
川
願
に
對
し
拟
取
«

に
對
ず.
■
る
入
«1
^

^

あ
ら
3
 

.

が
、
G

は
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の“
父̂

に
、
恐
ら
く
か
の̂

名
な. 

「

t

r
/1
>
:
:-/

L

rr
:

§

/

î.
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